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研究要旨 

わが国のエイズ対策における個別施策層であるMen who have Sex with Men (MSM)の HIV感染

予防行動の動向把握とその関連要因を明らかにし、HIV 感染に関する予防啓発を行うことを目的に、

インターネットを活用した実態調査および予防的介入を行った。Secure Socket Layer（SSL）によっ

て保護された研究用Webサイトに無記名自記式質問票、啓発コンテンツを掲載し、MSM向けのイン

ターネットサイトやアプリケーションソフトウェアを通じて対象者を募集した。各研究年度の研究成

果により以下の結論が得られた。 

【1年目】計 10,442名より有効回答が得られた。コンドーム常用率が低い若年者をターゲットとした

コンドーム使用を促す予防的介入や、HIV抗体検査受検率の低い若年者や地方在住者をターゲットと

した HIV検査受検を促す介入が必要である。また、MSM同士の出会いの場がゲイタウンからインタ

ーネットにシフトしている可能性が示唆されることから、介入の手段としてインターネットを活用す

ることが有効と考えられる。同時に、性感染症診療に関わる医療者に対しては、性的指向を打ち明け

られた際の対応や、セイファーセックスを阻害する可能性のある薬物使用に対する理解を深めること

が求められる。 

【2 年目】計 9,857 名より有効回答が得られた。HIV 検査未受検者の背景として、「忙しい」、「面倒

くさい」のように日々の生活に追われ、検査に行く時間を確保しづらい状況にある可能性が示唆され

る一方で、「怖い」、「知りたくない」のように自身の健康に向き合うことを意識的に（あるいは無意識

に）避けている可能性も示唆される。また、検査未受検者の受検行動を促進するためには、未受検者

の周囲にいる友人・恋人を通じて働きかけていくことが受検行動につながる可能性がある。また、ゲ

イタウン利用率の低下を踏まえれば、MSM向けに開発された SNSやアプリケーションソフトウェア

などMSMにとって身近なツールを活用することが、検査未受検者に情報を正しく伝える上で有効か

も知れない。一方、性交時における脱法ドラッグ使用や、使用に伴うコンドーム使用率の低下がみら

れたことから、脱法ドラッグが新たなセックスドラッグとなり、HIV感染リスクを高めている可能性

がある。 

【3年目】計 11,559名より閲覧前の有効回答が得られ、このうち 8,295名が「セイファーセックス編」、

6,324名が「脱法ドラッグ編」、4,990名が「HIV検査編」を閲覧後の有効回答を得た。啓発コンテン

ツ閲覧前後に、コンドーム使用に対する態度、HIV予防に対する態度、薬物問題の相談に関する知識、

HIV受検に対する態度に大幅な改善がみられた。 

以上より、インターネットを通じた MSM の HIV 感染予防行動の動向把握とその関連要因を明ら

かにし、HIV感染に関する予防啓発を行うことで、普段ゲイタウンを利用しない多くMSMの実態を

掴み、HIV感染予防に関する知識や態度を変容させることに成功したと結論づけられる。 
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Ａ．研究目的 

厚生労働省エイズ動向委員会によれば、全

HIV 感染者報告数の 72%は男性同性間の性

的接触を感染経路とするものであり、東京、

大阪、名古屋の三大都市を含む地域からの報

告数が多数を占めるという。MSM（Men who 

have sex with Men、以下MSMと表記）は

エイズ対策における個別施策層として位置づ

けられており、MSM 向けの予防対策が重視

されてきた。 

一方、MSM には可視化されにくい接近困

難層（hard to reach population）という側面

があり、主としてMSMコミュニティ（いわ

ゆる都市部におけるゲイタウン）において情

報提供や予防的介入が行われてきた。しかし、

筆者らのこれまでの調査によれば、ゲイタウ

ンにおけるゲイバーやハッテン場といった施

設の利用率は減少傾向にあることが示されて

いる。したがって、ゲイタウンにおける情報

提供や予防的介入だけでは、MSM 向けのエ

イズ対策は十分とは言えない状況にある。 

MSM 向けの施設利用率が低下した背景に

は、MSM 同士の出会いの場がコミュニティ

から、ソーシャル・ネットワーキング・サー

ビス（いわゆる SNS）、スマートフォンを中

心としたアプリケーションソフトウェア（い

わゆる、アプリ）といったインターネットメ

ディアへのシフトが影響している可能性が考

えられる。こうしたMSMを取り巻く環境の

変化を踏まえると、インターネットを通じた

実態調査や予防介入ができれば、ゲイタウン

に登場しないMSM層も含めたHIV感染予防

行動の動向把握と、その関連要因を明らかに

することや、HIV感染予防に必要な情報を届

けることができると期待される。 

【1年目】MSMにおけるHIV感染予防行動

の動向把握とその関連要因を明らかにするこ

とを目的に、インターネットによる実態調査

を行う（REACH Online 2011）。近年のイン

ターネットを取り巻く環境の変化を考慮し、

従来のパソコン用調査サイト（PC 版）に加

え、携帯電話やスマートフォンなど携帯端末

からのアクセス（モバイル版）にも対応可能

な調査システムを構築する。平成 23年度は、

MSM 向け施設の利用状況、性行動、コンド

ーム使用状況、HIV抗体検査受検状況、性交

時の薬物使用状況、性感染症の罹患状況、診

療の場における性的指向の開示など幅広く調

査する。 

【2年目】平成 23年度同様にMSMにおける

HIV 感染予防行動の動向把握とその関連要

因を明らかにすることを目的に、インターネ

ットによる実態調査を行う（REACH Online 

2012）。スマートフォン利用者の急増を考慮

に入れ、2 年目は携帯端末のみで情報収集を

試みる。MSMのHIV検査行動のさらなる促

進が必要であること、改正エイズ予防指針に

おいて薬物乱用者が個別施策層として位置づ

けられたことを踏まえ、平成 24年度は、MSM

におけるHIV抗体検査行動の阻害要因、およ

び薬物使用が HIV 感染リスクに与える影響

を重点的に調べる。 

【3 年目】平成 23～24 年度の調査で得られ

た知見を基に、HIV感染予防に関する啓発コ

ンテンツ（セイファーセックス編、脱法ドラ

ッグ編、HIV検査編）を作成し、インターネ

ットによるMSMに対するHIV感染の予防的

介入を試みる（REACH Online 2013）。介入

による知識や態度の変化を検討することで、

インターネットによる HIV 感染予防の可能

性を考える。 

 

Ｂ．研究方法 

1 年目は平成 23 年 8 月 22 日から平成 24

年 1月 31日まで、2年目は平成 24年 8月 27

日から平成 25 年 1 月 31 日まで、3 年目は、

平成25年9月17日～11月30日まで、Secure 

Socket Layer（SSL）で保護された研究用

Webサイトに無記名自記式質問票、啓発コン

テンツ（平成 25 年度）を掲載し、研究を実
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施した。 

 対象者は、MSM 向けのインターネットサ

イト上のバナー広告、アプリケーションソフ

トウェア、フリーペーパー、雑誌、ソーシャ

ル・ネットワーキング・サービス（SNS）な

どを通じて募集した。 

インターネット調査（介入）を実施する上

で重要なことの一つはセキュリティの確保で

ある。本研究で用いた調査研究専用のホーム

ページは、Hypertext Transfer Protocol

（HTTP）を Secure Socket Layer（SSL）で

保護することによって、研究参加者が回答し

たデータを暗号化してサーバに送信、情報漏

洩防止策とした。 

サイトの構築、収集データの際には、File 

Transfer Protocol（FTP）での接続を許可し、

主にSSLで保護したFTP over SSL（FTPS）

で暗号化してサーバに接続を行う。ただし、

開発元でも管理者 IDを発行して ID保持者の

みがサーバへアクセス可能なように制限した。 

インターネットとサーバの間にサービス提

供内のプロトコル以外で不正なパケットの転

送がないよう Firewall で適切なブロックを

行った。 

研究に用いたサーバは Redundant Array 

of Inexpensive Disks （RAID）機能を有し

ており、不測の事態によりサーバのディスク

が停止した場合も代替ディスクによりシステ

ムが正常に稼動するように配慮した。なお、

サーバが設置されている建物へのアクセスは

厳重な入室管理チェックによってセキュリテ

ィが保たれている。 

消火設備にはハロゲン消火装置が設置され、

その他にも、EIA 規格の 19 インチラックの

使用、電源系統の多重化、センター内のバッ

テリー、非常用発電機設備、精密な空調管理

と耐震設備により安全な運用を行った。サー

バの稼動状況を監視するため、サーバの URL

に対して HTTP リクエストを定期的に送信

し、その応答をチェックした。応答がない場

合には、監視者に警告メールが送信されるよ

う配した。 

（倫理面への配慮） 

調査実施時には、研究参加者にオンライン

型のインフォームドコンセントによって研究

目的や方法について事前に説明し、承諾を得

た後に質問票回答に進むシステムを採用した。

また、回答途中であっても回答を取りやめる

ことが可能であること、研究者とは電子メー

ルを通じて常時連絡がとれることを付記した。

なお、本研究実施にあたり、宝塚大学看護学

部研究倫理委員会の承認を受けた。 

 

Ｃ．研究結果 

主たる知見は以下の通りである。 

【1年目】 

1. 有効回答数は、PC版 3,685名、モバイル

版 6,757名、計 10,442名であり、対象者

は年齢 20～30代、都市部在住者、単身生

活者、大学卒業以上の高学歴者が多かっ

た。 

2. 2008 年調査と比較して、「ゲイバー」や

「ハッテン場」などのゲイ向け施設の利

用率が低下する一方で、ゲイ向けに開発

されたアプリ（スマートフォン等にイン

ストールして利用するアプリケーショ

ンソフトウェア）を通じて男性と出会い、

セックスに至っている。 

3. 対象者の 85%以上が過去 6ヶ月間にセッ

クス経験があり、セックス経験者のうち

70%以上がアナルセックスを行っていた。

セックスの相手は「その場限りの相手」

が最も多かった。 

4. 不特定相手とのセックス機会が多い一方

で、コンドーム常用率は 30%程度（PC

版 31.1%、モバイル版 32.9%）であり、

特に10代の常用率が低く（PC版25.8%、

モバイル版 21.0%）、HIVを含む性感染症

リスクがより高い可能性がある。 

5. 覚せい剤、ラッシュ（亜硝酸アミル）、
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MDMA などの薬物がセックスドラッグ

として使われている可能性がある。 

6. MSMに対する HIV感染予防プログラム

への曝露は、HIV 予防関連団体（NGO）

が設置されている都道府県の在住者にお

いては良好であり、地域に根ざした活動

が行われていることが示唆される。 

7. 過去 1年間におけるHIV抗体検査受検率

は、PC版 23.4%、モバイル版 24.4%であ

った。10代の受検率が低く（PC版 7.1%、

モバイル版 11.1%）、都市部在住者の受検

率が高かった。HIV 抗体検査受検歴（過

去 1 年間）を有する群は検査歴の無い群

に比べ、性感染症に関する知識が豊富で

あり、コンドーム購入率が高く、ゲイ向

け施設（ハッテン場など）の利用率が高

いことから、性的活動性が高いと同時に、

自身の健康への意識も高い群と言えるか

もしれない。 

8. 診断歴のある性感染症としては、梅毒が

最も高く（PC版6.1%、モバイル版7.3%）、

クラミジア（PC 版 5.8%、モバイル版

5.5%）、B 型肝炎（PC 版 4.6%、モバイ

ル版 4.7%）、HIV（PC 版 4.2%、モバイ

ル版 4.1%）、と続き、全体的に都市部で

高い傾向がみられた。 

9. 性感染症診療の場で、自身の性的指向に

ついて話した経験を有する者は、わずか

9.7%であり、10代（1.8%）や20代（6.4%）

においてはさらに低かった。自身の性的

指向について話せたとしても、医療者の

対応を「差別や偏見のある対応」と感じ

ている対象者も少なくない。 

【2年目】 

1. 有効回答数は 9,857 名であり、平均年齢

は 30.0 歳、居住地は全都道府県に分布、

スマートフォンからの回答 73%であった。 

2. 対象者の 54.6%が検査生涯未受検歴群

（これまでに一度もHIV抗体検査の受検

歴がない者）であり、過去 1 年以内受検

群（過去１年以内にHIV抗体検査を受検

した者）は 22.4%であった。 

3. 検査未受検者がこれまでにHIV抗体検査

を受検しなかった主な理由として、「忙し

く、時間がないから（33.4%）」、「検査に

行くのが面倒くさいから（29.8%）」、「陽

性結果が出たら怖いから（23.3%）」、「自

分のHIV感染の状況を知りたくないから

（14.2%）」が挙げられた。 

4. 検査未受検者の特徴として、HIV/AIDS

に関するメディア曝露が低く、MSMにお

ける流行認識が低く、MSM同士で話題に

なる機会も少ないことが明らかになった。 

5. 検査未受検者は、「彼氏・パートナー

（64.1%）」や「MSM の友達（35.8%）」

といった身近な存在にHIV抗体検査をす

すめられたいことが明らかになった。 

6. コンドーム非常用群は、コンドーム常用

群と比べ、性交時の薬物使用割合が高か

った。覚せい剤や 5-MeO-DIPTのような

規制薬物のみならず、脱法ドラッグ（ハ

ーブ等）も性交時の薬物使用割合がコン

ドーム非常用群において高かった。また、

薬物を一緒に使用する相手としては「ゲ

イの友人・知人（58.8%）」が最も多く、

薬物の使用場所としては「ホテル・ラブ

ホテル（46.6%）」が最も多かった。 

【3年目】 

1. 啓発コンテンツ閲覧前の事前アンケート

の有効回答数は計 11,559名であり、平均

年齢 31.2歳、居住地は全都道府県に分布

していた。事前アンケートに回答した

11,559 名のうち、8,295 名が「セイファ

ーセックス編」、6,324名が「脱法ドラッ

グ編」、4,990名が「HIV検査編」を閲覧

した上で事後アンケートにも回答した。 

2. 「セックスの相手にコンドームの使用を

促す効果的な台詞を思いつくか？」とい

う問いに対して、閲覧前に「思いつく」

と回答した対象者のうち、96.0%は閲覧後
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も「思いつく」のままであった。一方、「思

いつかない」と回答した対象者のうち

54.3%が、閲覧後には「思いつく」に変化

した。 

3. 「HIV 予防を心がけようと思うか？」と

いう問いに対して、閲覧前に「そう思う」

と回答した対象者のうち、98.3%は閲覧後

も「そう思う」のままであった。一方、「そ

う思わない」と回答した対象者のうち

50.7%が、閲覧後には「そう思う」に変化

した。 

4. 「全国の精神保健福祉センターで薬物相

談が無料で受けられることを知っていま

すか？」という問いに対して、閲覧前に

「知っている」と回答した対象者のうち、

85.5%は閲覧後も「知っている」のままで

あった。一方、「知らない」と回答した対

象者のうち 47.4%が、閲覧後には「知っ

ている」に変化した。 

5. 「今後、HIV 検査を受けようと考えてい

ますか？」という問いに対して、閲覧前

に「受ける意志あり」と回答した対象者

のうち、96.0%は閲覧後も「受ける意志あ

り」のままであった。一方、「受ける意志

なし」と回答した対象者のうち 43.7%が、

閲覧後には「受ける意志あり」に変化し

た。 

 

Ｄ．考察 

【1年目】 

コンドーム常用率が低い若年者をターゲッ

トとしたコンドーム使用を促す予防的介入や、

HIV 抗体検査受検率の低い若年者や地方在

住者をターゲットとした HIV 検査受検を促

す介入が必要である。 

また、MSM 同士の出会いの場がゲイタウ

ンからインターネットにシフトしている可能

性が示唆されることから、介入の手段として

インターネットを活用することが有効と考え

られる。同時に、性感染症診療に関わる医療

者に対しては、性的指向を打ち明けられた際

の対応や、セイファーセックスを阻害する可

能性のある薬物使用に対する理解を深めるこ

とが求められる。 

【2年目】 

HIV検査未受検者の背景として、「忙しい」、

「面倒くさい」のように日々の生活に追われ、

検査に行く時間を確保しづらい状況にある可

能性が示唆される一方で、「怖い」、「知りたく

ない」のように自身の健康に向き合うことを

意識的に（あるいは無意識に）避けている可

能性も示唆される。また、検査未受検者の受

検行動を促進するためには、未受検者の周囲

にいる友人・恋人を通じて働きかけていくこ

とが受検行動につながる可能性がある。また、

ゲイタウン利用率の低下を踏まえれば、

MSM向けに開発されたSNSやアプリケーシ

ョンソフトウェアなどMSMにとって身近な

ツールを活用することが、検査未受検者に情

報を正しく伝える上で有効かも知れない。 

一方、性交時における脱法ドラッグ使用や、

使用に伴うコンドーム使用率の低下がみられ

たことから、脱法ドラッグが新たなセックス

ドラッグとなり、HIV感染リスクを高めてい

る可能性がある。薬物を使用するMSMに対

しては、エイズ対策と薬物依存対策の両面か

ら捉えるべきであり、その予防・治療・ケア

にあたっては専門領域の枠を超えたより包括

的な対応や連携が求められる。 

【3年目】 

インターネットを活用した HIV 感染予防

の啓発を行い、約 2ヶ月半という短期間にも

関わらず、1 万人を超える MSM にエビデン

スに基づく情報を伝えることができた。イン

ターネットを通じた予防啓発や情報提供は、

人を介した活動に比べて低コストである上に、

普段ゲイタウンを利用しないMSMに対して

も介入効果が期待できるという特徴がある。

啓発コンテンツ閲覧前後に、コンドーム使用

に対する態度、HIV予防に対する態度、薬物
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問題の相談に関する知識、HIV受検に対する

態度に大幅な改善がみられた。 

 

Ｅ．結論 

インターネットを通じた MSM の HIV 感

染予防行動の動向把握とその関連要因を明ら

かにし、HIV感染に関する予防啓発を行うこ

とで、普段ゲイタウンを利用しない多く

MSMの実態を掴み、HIV感染予防に関する

知識や態度を変容させることに成功したと結

論づけられる。 
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